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『地域研究』刊行にあたって

グローバル化の進む今日、世界の各地は緊密に連関し、また共通の課題に直面してい

ます。その変化や課題が展開されているのは、人々の生きる現場である「地域」です。『地

域研究』は、地域の総体的理解を目指す地域研究のフォーラム誌として、世界各地を対

象とする多様な研究を結び、地域の視点から問題を提起し、「地域から世界を考える」こ

とを目標に刊行されます。

『地域研究』は、地域研究にかかわる全国の研究教育機関、研究プロジェクト、学会、

市民組織や国際機関などが参加する地域研究コンソーシアム（JCAS）に編集委員会をお

き、多様な研究対象地域やアプローチをもつ研究者が協力して編集しています。年2回の

刊行はJCAS 事務局を担当する京都大学地域研究統合情報センターが行っています。

投稿のご案内

『地域研究』では、特集企画案および個別論文を公募しています。特集企画案は編集委

員会で検討し採否を決定します。個別論文は、査読を経たのち、編集委員会で採否を決

定します。公募要領および執筆要項などの詳細は、地域研究コンソーシアムのホームペー

ジ（http://www.jcas.jp）に掲載しています。また刊行担当（journal@cias.kyoto-u.ac.jp）

にメールにてご相談いただくこともできます。

地域に立脚した視点から広く「世界」を考える企画・論考を歓迎します。ふるってご

応募ください。

『地域研究』編集委員会（2016年3月現在）

臼 杵 　 陽 日本女子大学文学部（委員長）
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西 　 芳 実 京都大学地域研究統合情報センター
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山 本 博 之 京都大学地域研究統合情報センター



地域研究　Vol. 16 No. 2

初版発行 2016年3月31日
編　　集 地域研究コンソーシアム『地域研究』編集委員会
発　　行 京都大学地域研究統合情報センター
  〒606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46
  journal@cias.kyoto-u.ac.jp
  http://www.cias.kyoto-u.ac.jp
制作・発売 株式会社　昭和堂
  〒606-8224　京都市左京区北白川京大農学部前
  電話075-706-8818／FAX 075-706-8878
  振替01060-5-9347
  http://www.showado-kyoto.jp/

印刷　亜細亜印刷
©地域研究コンソーシアム『地域研究』編集委員会 2016
Printed in Japan
ISSN 1349-5038
ISBN978-4-8122-1549-4

編集後記

今号では大国としての存在感を増す中国とロシアに焦点を当てることとな

り、2015年度は、前号のウクライナ特集と合わせて、ポスト・グローバル化時

代の国際秩序の転換とその変容の方向性にかかわるような総特集をお届けする

ことができました。地域研究分野の研究者だけでなく、いっそう幅広い読者に

関心をもっていただけることを期待しています。

来年度、雑誌『地域研究』は大きな変革の年を迎えることになりそうです。

引き続き読者の皆様からのご支援をいただけましたら幸いです。

 （刊行担当　帯谷知可）




